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理事長あいさつ
理事長　久米　和秀

　今年の元旦も昨年に引き続き晴天に恵まれ、
今年１年の平穏を祈りましたが、３月ともな
ると気温も上がり、日照時間も伸びてまいり
ました。
　私もシルバーの会員として、現在も、主に
剪定作業に従事しておりますが、いい天気が
続くことを願っている今日この頃です。
　かねてより、シルバー事業の運営につきま
して、薩摩川内市を始め、企業の方々や市民
の皆様等には、格別のご高配を賜り、ここに
厚く御礼申し上げます。
　さて近年、シルバー人材センターにおいて
は、国民の高齢化等の状況から、新入会員の
年齢が上昇傾向にあるとともに会員の高齢化
が進んでいるのが現状です。
　会員の皆様には、このような条件の中で、
令和６年度も酷暑や雨天または寒波等の気象
条件の厳しい中、日々の活動、就業に積極的
に取り組んで頂き感謝申し上げます。
　令和７年度も健康に留意して、安全で適正
な就業を心がけて頂きますようお願い致しま
す。
　最近、シルバー事業において、インボイス
制度、フリーランス法、会員就業条件明示書
等の見慣れない、聞きなれない言葉が使われ
ております。
　これらは、シルバーの制度改革に伴うもの
ですが、私達シルバー人材センターの職員は、

これらの動きに対して会員の皆様方の負担と
ならないよう心がけるとともに、皆様への適
切な情報の発信に努めてまいります。
　一方、私は、シルバーの会員の皆様には、
本来の就業、作業以外の趣味等の仲間の集ま
りで、会員同士の絆を深めていただければ、
シルバーに入会した喜びが一層増していただ
けるのではないかと思っております。
　昨年は、藍染教室、グラウンドゴルフ大会
を開催しましたが、この他に、会員が主体と
なっての従来からの「カラオケ同好会」、６年
度から活動を開始した「布あそび同好会（布
を中心とした小物作りの同好会）」も活発に活
動しておられますので、その他の同好会等の
趣味の仲間が集まれる組織づくりを検討して
いるところです。
　ここでちょっと余談です。
　昨年 10 月、当センターの事務所の屋上に
非常に珍しい「コウノトリ」が飛来し、羽を
休めていました。（１月号のシルバーだよりに
掲載）
　この時の写真は、当センターの事務所の道
路向かいにある「永利地区コミュニティセン
ター」の職員の方が、見慣れない鳥がいると
のことで、写真撮影し調べた結果「コウノト
リ」だったということで、情報提供してもらっ
たものです。
　「コウノトリ」は、しあわせを運んでくる鳥
といわれていますので、この「コウノトリ」
が当シルバーセンターの事務所に飛来したこ
とにあやかり、令和７年度も皆様が幸せで、
更には当シルバーの事業が益々発展しますよ
うにとお祈りし、私の挨拶と致します。
　令和７年度もよろしくお願い致します。
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役員紹介・会員表彰

令和6年度定時総会 令和6年度会員表彰
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令和6年度定時総会が5月30日薩摩川内市国際交流センターにて開催されました。
役員の選任が行われました。また35名の会員が表彰を受けられました。

長期会員表彰（10年以上）

役員表彰（5年以上）

班長表彰（5年以上）

【理　事】
　理 事 長　　　久米　和秀
　副理事長　　　井上　義之（川内）
　理　　事　　　鹿子木幸二（川内）
　理　　事　　　西薗　明則（川内）
　理　　事　　　長岡ひろ子（川内）＊
　理　　事　　　鍋島　和恵（川内）＊
　理　　事　　　奥　　亮一（樋脇）＊
　理　　事　　　津田　辰男（東郷）
　理　　事　　　大迫　正二（入来）＊
　理　　事　　　矢野喜久男（祁答院）
　理　　事　　　横路　昭弘（上甑）
　理　　事　　　梶原　五郎（下甑）
　常務理事　　　平原　一洋（事務局長）

【監　事】
　監　　事　　　松田　典雄（川内）＊
　監　　事　　　鹿子木重充（川内）

　＊新役員
　役員の任期は令和８年の定時総会の日までです

橋口　秀利　　　中能　徳生　　　山下　末二
平嶺　德吉　　　山下　勝幸　　　前原　優子
頴川　晴俊　　　北山　猛祥　　　山下　静子
車田　武司　　　河野　敏治　　　廣森　正一
深見　辰二　　　吉野　初男　　　江内谷米子
川路アキコ　　　田畑　照子　　　片平　國夫
福丸　静枝　　　賀来　隆夫　　　内村　五月
福寿　　徹　　　兒玉　教道　　　原永喜三郎

久米　和秀　　　矢野喜久男　　　横路　昭弘

石走　雄三　　　市来　信一　　　
畑中　勝徳　　　戸島　　忍
森谷　典明　　　迫　　七郎
田代　好子

役員紹介 会員表彰
（敬称略・順不同）



新役員の紹介
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会社が定年になりしばらくすると社会とのつながりがなく、なんだか取り
残されている感じが不安でした。同じような年齢の仲間がいて、今は仕事
に行くのが楽しみです。他の仕事も仲間の方たちが親切で自分もそうした
いと思います。
自分がシルバーに出会えたことで他の人にも「こんなに楽しい場所ですよ」
と、紹介しています。

シルバー人材センターの女性理事をお引き受けしました。
役員会では会員の安全面や健康面ついて話し合われており、皆さまの仲間
へのお心遣いに感動いたしました。
事務局の皆さま、毎月シルバーだよりをご送付くださり、ありがとうござ
いました。

今年度より理事を努めさせて頂いております奥です。
初めての経験で日々奮闘しておりますが、長年の現場での経験を生かして
これからも頑張りたいと思いますので、よろしくお願いします。
事故のない様に安全第一でいきましょう。

昨年 5月より理事をさせていただいている東支所の大迫です。
ようやく１年が経過しようとしています。
シルバー人材センター事業の理念をもとに健全な発展を図るため、会員に
対する適切な相談・援助等を図り、一人ひとりが経験や知識・技能を生か
して盛り上げていきましょう。

昨年、監事に選任されてから役員会に出席していますが、理事の皆さんが
安全就業に相当の気配りをされていることを感じました。
安全にそして安心して楽しく働ける環境つくりの一助になればと思います。

鍋島　和恵

奥　亮一

大迫　正二

松田　典雄

長岡 ひろ子

新会員の紹介

川内地域：橋口克己 入来地域：堤壮治
①令和 6年 11月 1日
②�前職を辞めてから7ヶ月過ぎ体重も増え、
体力の衰えを感じたため、週 2、3日の
仕事に就きたかった。
③剪定や刈払いの後のちりの回収
④「なんとかなるさ」
⑤魚釣り　⑥日々の健康

①令和 6年 10月 20日
②地域とのつながりをもつため
③刈払い
④「慈悲の心」「素直な心」
⑤船釣り
⑥�人とのつながりを大切に健康第一
で仕事をすること

質 問
①入会日
②�シルバー人材センターへ入会し
た動機を教えてください。

③シルバーでどのような仕事をしていますか？
④好きな言葉および座右の銘を教えてください。
⑤趣味や興味のあることは何でしょうか？
⑥今年の目標や抱負を教えてください。
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グラウンドゴルフ

同好会の紹介

藍染教室

ありがとうメダル

　12 月 7日永利運動公園広場にてグラウンドゴルフ
大会を行いました。
　珍プレーあり好プレーありで、終始笑いに包まれ
た時間でした。

　シルバー人材センターではお仕事の紹介だけでは
なく、仲間づくりの場も提供しています。
　グラウンドゴルフ同好会、カラオケ同好会、ゴル
フ同好会、布あそび同好会がありますが、今回は布
あそび同好会を紹介します。

　9月 10 日少年自然の家にて「藍染教室」を開催し
ました。
　それぞれが持ち寄った布を藍色に染め上げ、世界
に一つだけの作品ができました。

　10 月 18 日東郷幼稚園の剪
定・刈払い作業を行いました。
　園がきれいになったお礼にと
幼稚園児手作りのありがとうメ
ダルをいただきました。
　園児からのプレゼントに会員
さんの目じりも下がります。

業務担当
川内地域：剪定
森枝　正和

業務担当
甑島地域

西牟田　結城
　昨年4月より川内剪定の業務担当をさせていただいております。
　会員の皆さんと触れ合う機会を頂き、作業に力強く、真摯に向
き合う姿勢に心を強く打たれました。
　微力ではありますが、皆様のお役に立てる様、努めてまいりま
す。何卒宜しくお願い致します。

　昨年 4月より、甑島地域（里・上甑）を担当させていただい
ております西牟田です。甑島の里町出身です。
　局長をはじめ職員の方々と協力し、会員の皆さんが安心・安全
に作業に取り組むことができますように、尽力していきたいと
思っています。よろしくお願いします。

　私たち布あそび同好会は着なくなった着物生地や
手持ちの布を使った小物作りをしています。
　ひな祭り下げもの飾りを中心に、教え教わりなが
ら作品を作っています。作品が一つひとつ出来上
がっていくのが楽しみです。
　月 2回の活動は脳トレにもなり、お茶を飲みなが
らおしゃべりしたりと充実の時間です。」

新 職 員 紹 介



安全・適正就業の強化

当センターでは、安全・適正就業を行うべく、安全衛生講習会の開催、安全・適正就業委員による、各地
域の安全パトロールを実施しています。

9月 18 日・19 日の 2日間鹿児島県シルバー人材センター連合会主催の「草刈り（機械刈）講習会」を開
催しました。
安全管理、安全衛生に関する知識、機械工具の使い方、実技工具の手入れ等を座学講習・実技講習で学び
ました。

安全就業への取り組み
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草刈り（機械刈）講習会

安全パトロール（各地域）安全大会（連合会）安全衛生講習会（薩摩川内市）

　当センターでも残念ながら刈払い作業による飛び石の事故が
発生しております。
　そこで事務局でも養生のための道具「飛び石ガード」という
製品を購入し会員さんに試してもらいました。同時に会員さん
手作りのネットでも養生対策をして作業を行いました。
　「飛び石ガード」については『軽くて持ちやすかった』『小回りがきいた』『安心し
て刈払い作業ができた』という意見がある一方、『風にあおられた』『横幅が足りない』
『ギリギリまで刈ることができない』など一長一短の感想でした。
　また会員さん手作りのネットも改良の余地があり、次の作業ではより良く養生でき
る様にしたいと思います。
　この養生対策がすべての現場で使えるものではありません。刈払い作業の場所に
よって方法を変えるなどそれぞれの工夫が必要です。
　センターでは皆さんの養生方法のアイデアを集約し、発信していきたいと思います。



　10 月 26 日「シルバー人材センター事業普及啓発促進月間」の活動として、会員及び職員によるセンター事業
の PRと会員募集のチラシ配布を行いました。
　チラシを配る中、以前作業に入ったお客様から「とてもきれいにしてもらった」との声をいただき、うれしく
思うことでした。
　ご協力いただいたホームセンタータカミ様、Aコープ川内店様、ありがとうございました。

　11 月 19 日　薩摩川内市産業祭＆ JAフェスタに参加しました。
　会員と職員によるチラシの配布と刃物研ぎの実演を行いました。また「布あそび同好会」に
よる販売会も合わせて行い好評でした。

川内地域
上甑地域

下甑地域

入来
地域 祁答

院地
域

社会参加地域貢献活動の一環として行っています！

ホームセンタータカミ Aコープ川内店
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東郷・樋脇地域は
３月に行いました

ボランティア活動

シ ル バ ー 事 業 普 及 啓 発 促 進 活 動



【変更前】 【変更後】

発 注 者 発 注 者

センター センター

会 員 会 員
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係
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任

請
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委
任
契
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関
係

請
負
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委
任

▼発注・業務委託 ▼利用申込

▼サポート

総
合
調
整
・
マ
ッ
チ
ン
グ
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シルバー人材センターの
業務委託契約関係を見直します

会員の皆さまへ

　令和６年１１月１日に「特定受託事業
者に係る取引の適正化に関する法律（以
下、「フリーランス法」といいます。）が
施行されました。
　フリーランス（個人事業主）と位置付
けられるシルバー会員がフリーランス
法による保護を受けて、安心・安全に
就業できる環境を整備する必要から、
国においてシルバー人材センター業務
委託契約の見直し方針が示されました。
　当センターにおきましては、令和７
年４月以降の契約から契約方法を見直
すことにしました。皆様のご理解とご
協力をお願いいたします。

〒895-1401　薩摩川内市入来町副田6029番地1
TEL 0996-44-3780　FAX 0996-44-3770

東 支 所
(入来・祁答院町 )

〒895-0007　薩摩川内市百次町1090番地1
TEL 0996-20-5819　FAX 0996-20-6064

公益社団法人
薩摩川内市シルバー人材センター

〒896-1201　薩摩川内市上甑町中甑481番地1
TEL・FAX 09969-2-1185

甑 支 所

豊富な知識や経験を生かしてみませんか？

●�センターでセンター事業の説明と入会の説明を受け、納
得いただいて、入会申し込みをしていただきます。

●��「自主・自立・共働・共助」の理念のもとに自分の体力・能力・
希望に応じて働くことができます。
●��センターがお客様から仕事を受注し、会員に仕事を依頼
します。
●��働いた仕事に応じて賃金（会員業務委託料）を支払います。

詳しくは、近くの下記本・支所にお問い合わせください。

会員を募集しています！

会員登録を希望される方
入会登録手続き

会員就業に当たって

60歳以上の健康で働く意欲のある方なら
どなたでも会員になれます。
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